
准看護師支援委員会 

委員長：赤見 朋子 

１．活動方針及び活動目標 

１）「看護チームにおける看護師・准看護師及び看護補助者の業務範囲に関するガイドライン」及び活

用ガイドの周知を図る 

２）准看護師への進学支援のために現場の情報把握及び情報発信を行う 

３）准看護師に関する施設内教育について把握し、支援について検討する 

 

２．活動内容 

実施項目 

【開催場所】 
内 容 開催日 等 参加者 

定例委員会 

【マルイトOBPビル】 

１）准看護師養成機関との情報共有 

２）進路・進学に関する情報の提供と共有 

３）准看護師の教育支援について 

全６回 委員14名 

 

３．活動実績 

実施項目 

【開催場所】 
内 容 開催日 等 参加者 

WEBオンライン聴講 

【Zoom参加】 

日本看護協会主催：「看護師と准看護師

の業務区分・役割分担に向けた情報交換

会」～法令に基づく安全で質の高い看護

提供体制を目指して～の情報交換会を

視聴し、他府県における准看護師の業務

区分・役割分担について把握した。 

11月７日 ８名 

研修参加 

【ナーシングアート大阪】 

新卒准看護師研修「明日のあなたへエー

ルを」へ参加。職能団体として協会活動

についての会長講演、准看護師から進学

した看護師２名、看護部長として准看護

師への支援について講演を拝聴し、その

後のアンケート調査から准看護学生の

進学や進路への思いを把握した。 

２月13日 221名 

【活動の概要】 

今年度は、委員会開催を２ヵ月に１回に変更し、活動に取り組んだ。准看護師の施設内教育の現状と

准看護師が希望する研修について聞き取り調査を行った。その結果から委員会で情報を共有し、准看

護師養成機関と臨床の立場から意見交換を行い、理事会等で報告した。新卒准看護師研修では、学生の

思いを知ることや准看護師の働き方を含め、どのような進路・進学支援や教育支援が必要か意見交換

を通し課題について検討できた。また、「看護師と准看護師の業務区分・役割分担に向けた情報交換会」

を視聴したことや「新卒准看護師研修」への参加は、「看護チームにおける看護師・准看護師及び看護

補助者の業務の在り方に関するガイドライン」の普及に努めるとともに、准看護師自身の思いを把握

する機会ともなり、准看護師支援の在り方の示唆を得た。 

 

４．課題・その他 

現状把握から得た准看護師が抱える課題や必要な進学・教育支援については、今後も検討を重ね課

題解決に向けた取り組みが必要でありガイドラインについては、引き続き周知を図る必要がある。新



卒准看護師研修は進学に向けて前向きな意見が多い反面、「准看護師として働いている人の現状を聞き

たい」との意見もあり、次年度企画する際、課題である。看護を取り巻く環境を見据えながら、安全で

質の高い看護を提供するために継続した准看護師支援活動を行うことが課題である。 

 


